
　８月３日からの線状降水帯による非常に激しい大雨に見舞われ、甚大な被害を受けた長井市、飯豊町、川西町、大
江町の各社協に対し、９月２８日と１０月３日、被災者支援に役立ててもらおうと、災害支援金を贈呈した。
　災害支援金は、災害ボランティアセンターを設置し、ボランティアによる被災者宅の泥出しや家財の搬出等の作業
を行なった飯豊町と川西町へ３０万円ずつ。長井市２０万円、大江町１０万円を贈呈した。
　舩山理事長、設樂専務理事と当該地域の地区労福協役員、連合山形の地域協議会事務局長が各社協を訪問し、舩山
理事長が各社協の会長に目録を手渡した。
　舩山理事長は、当協議会の会員である連合山形から９２人の組合員が被災地でボランティア活動を実施してきたこと
を紹介し、「被災者の元の日常を取り戻すため災害支援金を贈呈する。ぜひ有効に活用してもらいたい」と述べ、「今
後とも様々な場面で連携していきたい」と話した。
　各社協の会長は「激しい大雨による住宅などに多くの被害を受けたため、ボランティアを募り、皆さんから協力を
得た。今も生活に支障が及んでいる被災者がいる」とした上で、「いただいた善意は被災者の支援に有効に活用する」
と謝辞を述べた。
　県内では、住家の全半壊と床上床下浸水７５０棟をはじめ、道路の寸断、鉄橋の滑落、河川の氾濫、断水、農作物等
へ深刻な被害を受けた。現在も大きな爪痕が残っている。
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３年ぶりに『第74回勤労者体育祭』開催
軟式野球 アイジー工業㈱、ふたたび頂点に！

ソフトボール ㈱フジタックイースト、後半の猛攻で優勝を決める　　　　　　　　　　

日程：10月８日（土）９日（日）
会場：山形県総合運動公園野球場

日程：10月９日（日）
会場：山形県総合運動公園運動広場

順　位 チーム名（地区名）
優　勝 アイジー工業㈱（北村山）
準優勝 県庁野球部（東南村山）

順　位 チーム名（地区名）
優　勝 ㈱フジタックイースト（西村山）
準優勝 パナソニック山形工場（東南村山）

【優勝】アイジー工業㈱【優勝】アイジー工業㈱

【優勝】㈱フジタックイースト【優勝】㈱フジタックイースト

　大会１日目は、前日の雨の影響で選手の方々にもグ
ランド整備の協力を得、予定より１時間１０分遅れて試
合を開始した。また、時間制限を１時間１５分に短縮し、
４試合行った。
　大会２日目は、予定通り準決・決勝を行い、３年ぶ
りの大会は、アイジー工業が頂点となった。

　８日（土）に各地区予選会を勝ち抜いてきた５チー
ムが出場し、４試合行なう予定だったが、前日に降っ
た雨の影響によるグランドコンデション不良のため、
開催を１日延期した。
　そのため、出場チームは２チームのみとなり、試合
は決勝戦となった。
　試合は前半、パナ
ソニック山形工場が
リードしていたが、
後半は㈱フジタック
イーストが猛攻で大
量得点を挙げ、勝負
を決めた。
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ボウリング ヤマザワ、初優勝を飾る

ソフトバレーボール 山形市役所職員労働組合、激戦を制す　　　　　　　

日程：10月８日（土）
会場：山形ファミリーボウル

日程：10月22日（土）
会場：山形県総合運動公園アリーナ

順　位 チーム名（地区名）
優　勝 ヤマザワ（東南村山）
準優勝 山形市役所（東南村山）

順　位 チーム名（地区名）
優　勝 山形市役所職員労働組合（東南村山）
準優勝 酒田地域電力総連50ＨｚsＵ30（飽海）

【優勝】ヤマザワ【優勝】ヤマザワ

【優勝】山形市役所職員労働組合【優勝】山形市役所職員労働組合

　例年、優勝争いを繰り広げる強豪14チームが参加
し、得点を重ねる中、ヤマザワが参加以来の初優勝を
勝ち取った。

硬式卓球 東北エプソン、栄光を勝ち取る 日程：10月22日（土）
会場：山形県総合運動公園アリーナ

順　位 チーム名（地区名）
優　勝 東北エプソン（飽海）
準優勝 山形市職労（東南村山）

【優勝】東北エプソン【優勝】東北エプソン

　１０チームが参加、３ブロックに分かれ予選リーグ、
上位２チームによる決勝トーナメントを戦った。全試
合、白熱したゲームが続いた。
　決勝は東北エプソンと前回優勝の山形市職労。激闘
の末、東北エプソンが栄冠を勝ち取った。東北エプソ
ンの女性選手の活躍が光った。

　６地区から１4チームが出場したが、どのチームも
チームワークと技術力が均衡し、フルセットまでもつ
れる試合が多数あった。
　決勝は、山形市役所職員労働組合と酒田地域電力総
連５０ＨｚsＵ３０の戦いとなり、お互いのチームが力強
い攻撃と無駄のないレシーブで一進一退の攻防戦と
なったが、山形市役所職員労働組合がフルセットの戦
いを競り勝ち、優勝の栄冠を手にした。
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　９月１７日（土）、河北町のニューブラッサムガーデンクラブで「ふれ愛チャリティーゴルフ大会」を開催した。
　２年ぶりの開催となったが、晴天のもと７９人が参加し、プレーを通じて交流を深めた。
　また、開催に際し、新型コロナウイルス感染の感染予防対策を講じ、参加者全員に会場受付と帰宅時に抗原検
査をお願いするとともに、開会式と表彰式を省略した。
　栄えある団体優勝チームは、北村山地区（齋藤三夫様・峯田英俊様・矢萩友也様・高橋隆様）、個人優勝は、
鈴木久雄様（西村山地区）でした。
　チャリティー金と大会運営費の残金を合わせた８66,３4３円を「ふれ愛募金会」に寄付することができた。

第19回ふれ愛チャリティーゴルフ大会

＝団体の部表彰＝優　勝　北村山地区代表の齋藤　三夫さん（右） ＝個人の部表彰＝優　勝　鈴木 久雄さん（右）

　㈱モス山形では「コケ緑化工法」という環境に配慮したコケ緑化シ
ステムで建物への施行やコケ庭園施工をしています。
　政府は２０３０年度までに温室効果ガスを２０１３年度から比べて46％削減
を目指していますが、問題は、今すぐにでも行動を起こさなければな
らないのに起こしていないという事です。実現には「やる気」が必要
です。石炭火力を減らすなどの温暖化対策もありますが、一番の基本
は緑。実際に酸素を生み出すことです。「苔」は地球上最初の植物と
言われ４億年以上前に多くの酸素を生み出しました。苔が無ければ人
類は無かった。
　苔は水が無くても５カ月間生きられるなどの特徴があり、その力強
い生命力を利用してSDGsの目標達成に貢献しています。また苔栽培には、山形の耕作放棄地を再生して雇用を創出
する活動もしています。
　小さなSDGsはとても重要で、６年前から障害者施設と「農福連携」を行い苔の仕事を取入れてもらっています。
養護施設からは職業実習の受入れを行い、小学校では苔を植物の一つとして学習に取入れてもらい、苔玉一つでも
SDGsの取組ですと緑の大切さを伝えています。
　最近、山形市の過疎地域へ園芸店を作りました。地域挙げてのSDGsとして活性化のキッカケになればと取り組ん
でいます。
　緑は、今日からでも明日からでも始められます。大人も子供も小さなSDGsから、先ずは取組んでみてはどうでしょ
うか。

㈱モス山形　山本　正幸社長

山形発SDGsの取組紹介
№１

ご存知ですか？
「苔」は地球上最初の植物と言われている植物。
その苔を使い環境に配慮したSDGsに取組む㈱
モス山形社長の山本さんへお話を伺いました。
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SDGs
一緒に学ぼう！

社会を変える17の目標社会を変える17の目標

山形大学地域教育文化学部

村松　真 准教授

　前回は、世界の貧困、日本の貧困について考え、生活保護の観点から、高齢者世帯の貧困、母子家庭世帯の貧困、
障がい者・傷病世帯の貧困について考えました。今回は後編として、これら３つの貧困についてさらに考えてみたい
と思います。
　令和２年（2020年）の国勢調査では、一般世帯数が5570万５千世帯であり、前回調査と比較すると237万３千世帯
が増加し、核家族化が益々進行していることが分かります。また、65歳以上の老年人口も前回調査より増加しており、
総人口の28.6%を占め世界一になっています。
　令和元年（2019年）の厚生労働省の資料によると、65歳以上の単身世帯で、年間150万円未満の世帯は11.6%に達
し年々増加しており、平均所得は約190万円でした。さらに、同省の「高齢者の生活実態」では、60歳代の夫婦で安
定した生活を送るためには、年額で284万４千円が必要だと発表されています。
　そのため、国策として、退職年齢の引き上げ、高齢者の再雇用等を進めてきましたが、高齢者の低賃金、公的年金
額の引き下げ、受給年齢の引き上げ、核家族化の進行、少子高齢化の進行、若年世代の年金未納等により、年金基盤
の弱体化が懸念されます。高齢者が安定した暮らしを確保するためには、セー
フティネットの充実、社会環境の整備・改善等に取り組む必要があります。
　母子家庭の貧困に対する支援制度としては、生活保護をはじめ多種多様な制
度がありますが十分とは言えません。現在の日本では、子供の７人に１人が貧
困状態であり、貧困率はOECD諸国では最悪です。特に、子供の高校・大学
進学が迫ってくると、深刻な問題として現れてきます。
　対策としては、奨学金制度がありますが、進学後の生活費負担、卒業後の返
済等を考えると十分ではありません。最近では、給付型の奨学金制度も登場し
てきましたが、まだ一般学生に対する支援策にはなっていません。
　このような母子家庭の貧困問題の根底には、男女の賃金格差があると思い
ます。令和３年の厚生労働省の「賃金構造基本統計調査」によると、男性の賃金を100とした場合に女性は75でした。
この格差を是正するために、出産前後の負担の軽減、職場での機会（チャンス）平等、配属先及び人材育成等の平等
性の確保をすることが重要になってきます。
　障がい者・傷病世帯の貧困問題への対応は、生活保護、障がい者年金、就労支援等の制度があります。傷病世帯で
は、病状の回復及び安定を待って取り組む必要があります。障がい者で
は、関連する制度を活用し、就労支援を受けることが大切です。
　しかし、現実的には、障がい者・傷病者については、制度の活用や支
援だけでは十分ではありません。そのため、就労施設の利用が重要にな
ります。その場合、利用者に合った就労内容であるかが大切です。特に、
工業製品の製造よりも、できれば農作物の栽培・加工のような農福連携
が有効であると思います。
　貧困の問題は、多種多様であり、解決のためには制度、政策、互助等、
様々な取り組みがあると思います。大切なことは、対象となる貧困を十
分に理解し、その解決のために何ができるかを具体的に考えることです。
次回は、陸の豊かさを守ろう【SDGs 目標15の実現】について考えていきたいと思います。

老夫婦の姿老夫婦の姿

落花生作業に取り組む利用者 落花生作業に取り組む利用者 

SDGs の実現 ❺　－貧困を考える【SDGs目標1の実現】（後編）－
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